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目的 StageⅠメラノーマ患者におけるフォローアップの対費用効果を検

討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング Hopital Ste-Marguerite 

対象者 1981年から 1991年までのStageⅠ（転移の無い）患者 912人（In situ
と厚さ 0.4ｍｍ未満の症例は除外）のうち直近 2 年間定期診察に来て

いる 528 人 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 1981 年以降、年 2 回の診察、胸部 X-P、腹部超音波検査。定期診察

の間に近医にて診察を受けることも勧めた。1984 年以降年 1 回の腹

部、胸部・頭部 CT を追加。 
 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 再発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

一次研究の 8 項目 

主な結果 

528 人中 115 人に再発が認められ、そのうち 33％は患者自身が発見

し、16％は近医、39％が Hopital Ste-Marguerite で発見された。胸

部単純写真または腹部超音波によって 10％の再発しか捕らえられ

ず、CT スキャンは有用ではなかった。臨床診察と画像検査の間には

費用対効果の面で大きなギャップがあった。私たちの施設において

は、最後の診察から転移発見までの期間は転移の 3 分の 1 で 4 ヶ月

以内であった。 

 



結論 

StageⅠメラノーマ患者において、診察だけが費用対効果の高い再発

発見手段である。 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
1.5mm 以下の患者が対象。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


